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自
然
の
中
で
”
遊
び
・
学
ぶ
”

　
　
松
代
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
発
足

　
4
月
1
8
日
「
松
代
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
が
発
足
、
2
9
日
に
第
一
回
の
活

動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
ス
ポ

！
ツ
活
動
を
通
し
て
心
身
を
鍛
え
、
明

る
く
、
強
く
、
た
く
ま
し
い
少
年
の
育

成
を
目
的
に
、
毎
月
二
回
程
度
少
林
寺

裏
山
を
主
体
に
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

・
学
習
文
化
活
動
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
活
動
の
推
進
は
、
発
起
人
万
羽

卓
司
氏
を
団
長
に
有
志
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
行
な
い
、
団
員
は
大
字
松

代
の
小
学
校
四
年
以
上
の
男
子
を
対
象

　
　
写
真
　
　
　
　
　
　
畢

　
　
　
発
団
式
終
了
後

　
　
　
残
雪
を
ふ
ん
で

　
　
　
少
林
寺
山
に
の
ぽ
る

倉
写
真

　
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
　
発
団
式

に
公
募
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
実
施
活
動
は
、

・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
歌
の
練
習

・
活
動
の
場
所
と
な
る
自
然
歩
道
の
整

　
備・

植
物
の
調
査
・
名
札
つ
け

・
基
礎
訓
練
…
…
結
索
法

・
城
の
山
登
山
…
…
山
内
マ
ラ
ソ
ン
・

　
地
図
の
読
み
方

・
探
鳥
会
に
参
加

・
登
山
講
習
…
…
登
山
の
知
識
と
マ
ナ

　
ー
・
合
唱

・
急
救
法
訓
練
…
…
外
傷
の
手
当
・
食

　
中
毒
の
手
当

・
松
苧
山
登
山
（
日
帰
り
）

・
手
旗
信
号
・
笛
に
よ
る
モ
ー
ル
ス
信

　
号
等
実
技

・
キ
ャ
ン
プ
講
習
…
…
テ
ン
ト
の
張
り

　
方
、
・
飯
盒
炊
事
実
習

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
…
…
儀
式
の
指

　
導・

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

・
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
・
山
岳
映
画
の
鑑

　
賞。

合
唱
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ

　
ー
ツ
ァ
ー
（
主
に
冬
期
）

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
活
動
は
主
に
、
土
曜
日
の
午
後
学
習

塾
に
関
係
の
な
い
時
間
と
日
曜
日
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会
傷
害
保
険
（
保
険
料
三

百
円
…
保
険
金
額
三
百
万
円
、
三
百
万

円
は
最
高
額
で
傷
害
の
程
度
で
異
る
）

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
で
き
た
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
ご
家
庭
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
大
字
松
代
で

な
く
て
も
参
加
で
き
る
近
い
部
落
の
少

年
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
申
込
は

　
　
5
月
31
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
　
へ

　
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
①
氏
名
　
②
生
年
月
日
　
③
学
年

　
④
血
液
型
　
⑤
保
護
者
名
　
⑥
住
所

　
⑦
電
話
番
号

　
⑧
金
四
百
円
（
団
費
百
円
＋
保
険
料

　
　
三
百
円
）

　
↑
少
林
寺
山
山
頂
で

　
　
指
導
陣
と
と
も
に
楽
し
く
昼
食

灘
辮
糊
㎜灘

（1）



昭
和
五
十
一
年
度
事
業
紹
介
（
そ
の
二
）

保
健

　
町
民
の
幸
せ
は
ま
ず
健
康
か
ら
、

ん
な
に
良
い
施
策
が
行
わ
れ
て
も
、

死
に
し
た
り
、
　
　
、
　
　
　
、

っ
た
の
で
は
、

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
健
康
こ
そ
は
、

♂』臨一

倒
早ど

　
　
　
　
　
　
病
気
で
寝
込
ん
で
し
ま

　
　
　
　
　
　
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

間
幸
福
の
根
本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

従
来
も
こ
の
理
念
に
基
づ
い
て
保
健
衛

生
行
政
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
特
に
本

年
度
は
、
町
民
の
健
康
管
理
方
式
の
基

礎
作
り
を
行
な
い
、
成
人
病
予
防
、
母

子
保
健
等
に
積
極
的
に
取
組
む
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　
健
康
管
理
台
帳
整
備

　
町
民
の
保
健
対
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
、
本
年
度
は
町
民
の
健
康
管

理
台
帳
を
整
備
し
て
、
健
康
管
理
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

　
成
人
病
予
防

　
死
亡
率
、
罹
患
率
と
も
に
一
位
、
二

位
、
三
位
を
占
め
て
い
る
、
脳
卒
中
、

ガ
ン
、
心
臓
病
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
に

つ
い
て
、
循
環
器
検
診
、
胃
検
診
、
子

宮
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
、
こ
の
結
果
に

基
づ
く
事
後
指
導
を
強
化
す
る
な
ど
、

「
検
診
と
指
導
」
　
「
食
生
活
の
改
善
」

「
知
識
の
普
及
」
を
三
本
の
柱
と
し
て

成
人
病
予
防
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

生
関
係

よ
る
婦
人
の
貧
血
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
虫
歯
予
防

　
中
学
生
の
虫
歯
の
罹
患
率
が
九
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
虫

歯
に
か
か
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
歯

痛
に
よ
る
食
欲
の
減
少
、
偏
食
等
、
発

育
や
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
の

で
、
保
育
園
児
、
小
・
中
学
生
に
対
し

フ
ッ
ソ
洗
口
に
よ
る
虫
歯
予
防
対
策
を

実
施
す
る
。

　
寄
生
虫
予
防

　
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、

寄
生
虫
卵
の
保
育
率
が
依
然
と
し
て
高

い
地
域
が
あ
る
の
で
、
健
康
に
及
ぼ
す

影
響
を
考
え
、
検
便
の
実
施
、
有
卵
者

に
対
し
駆
虫
薬
の
配
付
を
す
る
な
ど
、

こ
れ
が
撲
滅
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
血
液
型
検
査

　
事
故
、
災
害
、
急
患
等
、
緊
急
輸
血

に
対
応
で
き
る
態
勢
を
整
え
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佗

逐
次
血
液
型
検
査
を
実
施
し
て
、
町
民

の
健
康
管
理
台
帳
に
こ
れ
を
記
録
し
て

救
急
に
そ
な
え
ま
す
。
「

　
伝
染
病
予
防

　
最
近
伝
染
病
の
発
生
を
見
な
い
の
は

予
防
接
種
の
普
及
に
よ
る
と
こ
ろ
が
非

常
に
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
、

急
性
灰
白
髄
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
法
律
に
も
と
ず
く
も
の
ば
か
り
で
な

く
、
他
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
今
後
と

も
一
層
予
防
接
種
の
強
化
を
は
か
り
ま

す
。

結
核
対
策

　
昔
に
比
較
し
て
非
常
に
減
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
最
近
は
高
令
者
の
結
核
が

増
加
し
て
い
る
の
で
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

注
射
、
B
C
G
接
種
、
間
接
撮
影
、
精

密
検
診
、
訪
問
指
導
の
強
化
等
、
こ
れ

が
対
策
も
手
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
推

進
し
ま
す
。

　
母
子
保
健

　
母
子
保
健
の
理
念
で
あ
る
、
健
康
な

子
を
生
み
、
健
康
に
育
て
て
も
ら
う
た

め
、
婚
前
学
級
、
新
婚
学
級
、
育
児
学

級
等
各
種
学
級
を
開
催
し
て
知
識
の
普

及
に
つ
と
め
、
又
妊
婦
検
診
、
乳
、
幼

児
検
診
等
各
種
検
診
を
実
施
し
て
病
気

の
早
期
発
見
に
つ
と
め
、
訪
問
指
導
を

強
化
す
る
な
ど
、
母
と
子
に
つ
い
て
一

貫
し
た
保
健
指
導
と
援
助
を
行
な
い
ま

す
。　

貧
血
予
防

　
婦
人
の
貧
血
が
非
常
に
多
く
、
婦
人

の
健
康
の
み
な
ら
ず
、
妊
娠
、
分
娩
、

出
生
児
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
い
こ
と

を
考
え
、
貧
血
検
査
の
実
施
と
指
導
に

新
潟
県
青
年
海
外
派
遣
団
員
募
集

　
青
年
に
広
く
海
外
の
実
情
を
視
察
研

修
さ
せ
、
青
年
の
国
際
的
視
野
を
広
め

る
と
と
も
に
、
訪
問
国
の
青
年
と
交
流

を
行
い
、
国
際
協
力
の
精
神
を
酒
養
し

青
年
に
日
本
の
姿
を
正
し
く
理
解
さ
せ

次
代
を
に
な
う
中
堅
青
年
の
育
成
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
新
潟
県
が
派
遣
す

る
一
般
団
員
の
候
補
者
を
次
に
よ
り
募

集
し
ま
す
。

一
、
派
遣
地
域
　
オ
セ
ア
ニ
ア
（
オ
ー
ス

　
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

二
、
派
遣
時
期
　
昭
和
五
十
一
年
十
月
中

　
　
　
　
　
　
十
日
間
の
予
定

三
、
応
募
年
齢
　
昭
和
二
五
年
十
月
二
日

　
～
昭
和
三
一
年
十
月
一
日
生
の
男
女

四
、
派
遣
経
費
　
個
人
負
担
十
万
円
、
そ

　
の
他
事
前
研
修
、
状
行
会
、
報
告
会

　
等
の
経
費
は
個
人
負
担
と
な
る
。

　
団
員
と
し
て
派
遣
中
に
生
じ
た
負
傷

　
疾
病
、
死
亡
そ
の
他
の
事
故
等
に
対

　
す
る
災
害
補
償
は
な
い
も
の
と
す
る
。

五
、
選
考
方
法
　
申
込
み
者
に
つ
い
て
町

　
長
が
県
知
事
に
推
薦
し
、
県
に
お
い

　
て
一
次
、
二
次
の
選
考
が
あ
り
ま
す
。

六
、
申
込
み
　
昭
和
五
十
一
年
六
月
十
五

　
日
ま
で
に
次
の
書
類
を
役
場
へ
提
出

　
し
て
下
さ
い
。

　
ω
申
込
書

　
ω
勤
務
先
所
属
長
等
の
応
募
承
諾
書

　
　
（
自
営
業
は
除
く
）

　
⑥
　
履
歴
書
　
　
　
ω
身
上
調
書

　
㈲
健
康
診
断
書
　
㈲
戸
籍
抄
本
等

　
の
作
文
　
　
　
㈹
写
真

　
用
紙
は
役
場
に
有
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、
役

場
社
会
福
祉
係
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。



　
　
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑩

　
出
稼
者
の
方
々
も
帰
ら
れ
て
、
日
毎

に
多
忙
を
極
め
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

忙
し
い
と
つ
い
日
常
生
活
や
食
事
に
つ

い
て
の
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
医

師
へ
の
受
診
も
し
な
く
な
り
、
服
薬
も

忘
れ
勝
ち
の
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

忙
し
い
時
ほ
ど
、
健
康
に
関
心
を
持
ち

休
養
と
食
事
に
一
層
の
注
意
を
し
て
、

農
繁
期
を
元
気
で
過
す
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
よ
う
。

　
出
稼
者
検
診
、
循
環
器
検
診
で
二
次

検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
必
ず
定
期

検
診
を
受
け
、
医
師
の
指
示
を
守
っ
て

下
さ
い
。

忙
し
い
時
こ
そ
健
康
に
注
意
を

チ
エ
の
あ
る
成
人
病
対
策

　
む
か
し
、
ロ
ー
マ
の
詩
人
セ
ネ
カ
と

い
う
人
は
、
こ
う
言
い
ま
し
た
。
　
「
人

は
す
べ
て
天
寿
を
ま
っ
と
う
す
る
の
で

は
な
い
、
自
殺
し
て
い
る
の
だ
」
と
、

節
度
の
な
い
生
活
、
仕
事
の
む
り
、
緊

張
し
た
社
会
関
係
、
そ
の
ほ
か
、
い
ろ

い
ろ
の
こ
と
が
重
な
り
合
っ
て
、
臓
器

や
血
管
を
老
化
の
方
へ
お
し
す
す
め
、

つ
い
に
は
死
に
追
い
や
っ
て
い
る
と
い

う
意
味
で
す
。

　
全
部
の
人
が
こ
う
だ
と
は
言
え
な
い

で
し
ょ
う
が
、
多
く
の
人
に
こ
の
言
葉

が
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

成
人
病
を
防
ぐ
第
一
は
、
ま
ず
節
度

あ
る
生
活
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
血
圧
が
高
い
と
ど
う
な
っ
て
し
ま
う

か
。　

も
し
、
血
圧
が
高
い
の
に
治
療
し
な

か
っ
た
り
、
し
て
も
い
い
加
減
な
薬
の

飲
み
方
を
し
て
い
る
と
脳
卒
中
、
心
筋

硬
塞
、
腎
硬
化
な
ど
、
と
り
返
し
の
つ

か
な
い
病
気
を
お
こ
し
ま
す
。

高
血
圧
は
、

あ
な
た
の
寿
命
を

　
ち
ぢ
め
る
危
険
信
号
で
す

■
日
常
生
活
の
注
意

一
、
薬
に
つ
い
て

○
自
分
勝
手
に
飲
ん
だ
り
、
や
め
た
り

す
る
こ
と
は
害
に
な
り
ま
す
。

○
の
む
の
を
忘
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

　
二
回
分
を
ま
と
め
て
の
む
の
は
危
険

　
で
す
。

○
薬
を
の
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
生

　
活
上
の
注
意
を
守
ら
な
い
の
は
大
変

間
違
い
で
す
。

○
主
治
医
か
ら
の
指
示
で
正
し
く
の
む

　
と
血
圧
が
上
手
に
下
っ
て
、
心
臓
の

負
担
や
血
管
の
い
た
み
も
少
く
な
り

　
ま
す
。

二
、

成
人
病
に
か
か
ら
な
い
た
め
の

　
食
生
活

○
塩
分
を
少
く
す
る

　
日
本
人
は
普
通
一
日
に
二
十
グ
ラ
ム

　
の
塩
を
と
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

　
ま
す
。
短
期
間
で
長
い
間
の
習
慣
を

　
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
塩

　
を
と
る
こ
と
と
命
が
引
き
か
え
で
あ

　
る
こ
と
を
肝
に
命
じ
て
頂
き
た
い
も

　
の
で
す
。

○
主
食
中
心
か
ら
副
食
中
心
の
食
事
へ

　
ご
は
ん
の
食
べ
過
ぎ
は
肥
り
ま
す
。

　
ご
は
ん
に
は
糖
質
が
多
く
、
そ
の
糖

　
質
は
体
内
で
脂
肪
と
し
て
た
く
わ
え

　
ら
れ
ま
す
。
ご
は
ん
が
い
け
な
い
と

　
言
っ
て
、
そ
の
分
パ
ン
や
め
ん
類
を

多
く
た
べ
て
は
何
ん
に
も
な
り
ま
せ

　
ん
、
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
無
機
質

　
の
多
い
お
か
ず
を
ふ
や
し
て
い
た
だ

　
き
た
い
も
の
で
す
。

三
、
検
診
で
早
期
発
見
を

　
少
く
と
も
、
年
一
回
は
検
診
を
受
け

　
少
し
で
も
異
常
が
発
見
さ
れ
た
ら
定

　
期
的
に
医
者
に
か
か
っ
て
、
早
期
に

　
治
療
を
始
め
て
下
さ
い
。

　
　
二
十
代
、
三
十
代
の
異
常
な
し
と

　
言
わ
れ
た
人
も
日
常
生
活
に
注
意
し

　
高
血
圧
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

自
衛
官
募
集
中

陸
に
！
　
海
に
！
　
空
に
！

　
一
段
と
ア
ッ
プ
し
た
待
遇

　
　
好
き
な
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

○
応
募
資
格

　
　
採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
十
八
才

　
　
以
上
二
十
五
才
未
満
の
男
女

○
志
願
手
続

志
願
票
の
請
求
及
び
提
出
先
は
、
役

　
　
場
、
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
、

　
　
同
出
張
所

○
試
験
日

　
　
地
方
連
絡
部
か
ら
応
募
者
に
直
接

　
　
通
知
い
た
し
ま
す
。

戸
籍
の
窓
口
か
ら

四
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
つ
こ
ん
敷
困

お
め
で
と
う
㊦
衡

八
木
正
志
・
室
岡
直
子

柳
衛
・
小
海
も
も
よ

鈴
木
重
文
・
鈴
木
明
美

柳
孝
一
・
山
本
つ
や
子

桔
梗
栄
吉
・
山
岸
ミ
チ
子

松
代
松
栄
館

犬
伏
　
久
保

松
代
月
日
屋

松
代
ま
す
や

　
太
平

難
舛
－
騒

　
　
　
、
父
啓
太
郎

松
沢
理
恵
　
　
　
　
長
女
　
儀
明
新
屋

　
　
　
　
母
よ
り
子

　
　
　
　
父
修

関
谷
　
彰
　
　
　
長
男
蒲
生
あ
き
ん
ど

　
　
　
　
母
和
子

　
　
　
　
、
父
茂
男

室
岡
秀
貴
　
　
　
　
長
男
　
仙
納
隠
居

　
　
　
　
母
久
美
子

　
　
　
　
父
岩
雄

仲
村
竜
太
　
　
　
　
長
男
　
儀
明
竹
根

　
　
　
　
母
千
代
子

　
　
　
　
　
父
広
一
郎
　
　
下
山

宮
沢
真
由
美
　
　
　
　
二
女
“

　
　
　
　
　
母
英
子
　
　
　
が
ん
び
ろ

　
　
　
　
父
久

藤
田
和
久
　
　
　
長
男
松
代
県
営
住
宅

　
　
　
　
母
純
子

　
　
　
　
父
道
久

高
橋
久
美
　
　
　
　
長
女
莇
平
正
え
ん

　
　
　
　
母
恵
美
子

　
　
　
　
　
父
富
夫

五
十
嵐
里
美
　
　
“
二
女
竹
所
と
な
り

　
　
　
　
　
母
シ
ケ

お
く
や
み

（
死
亡
）

柳
　
直
治

小
島
粂
吉

秋
山
キ
ノ

中
村
倉
蔵

志
賀
満
寿
蔵

室
岡
マ
サ
ヲ

村
山
ソ
ヤ

八
一
才
　
犬
伏
　
ジ
ン
ド

六
四
才
　
犬
伏
　
角
屋

七
三
才
　
清
水
　
佐
恵
吉

四
七
才
　
田
代
　
庄
ぜ
ん

　
五
七
才
　
松
代
か
じ
屋

　
八
二
才
　
蒲
生
　
桜
屋

八
三
才
　
室
野
　
若
松
屋

（3）



　
今
年
も
町
総
合
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室

に
お
い
て
調
理
教
室
を
開
き
ま
す
。
今

年
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
、
会
員
募

集
中
で
す
。

　
会
場
の
都
合
で
定
員
が
あ
り
ま
す
の

で
早
目
に
申
込
く
だ
さ
い
。
申
込
先
は
、

①
5
月
1
2
日

②
7
月
1
4
日

③
8
月
n
日

④
1
0
月
1
3
日
・

⑤
n
月
1
0
日
・

⑥
12
月
8
日
・

…
手
づ
く
り
の
お
や
つ
m

…
か
ん
詰
に
手
を
加
え
て

…
お
盆
料
理

：
自
家
野
菜
の
利
用

：
保
存
食
品
の
い
ろ
い
ろ

：
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の

畜
今
年
も
調
理
教
室
を
開
き
ま
す
畜

　
町
公
民
館

　
　
電
話
　
七
ー
二
三
〇
一
　
へ

　
部
落
・
氏
名
・
出
席
希
望
㊥
を

講
師
　
笹
川
裕
子
女
史

　
　
　
佐
藤
敏
子
女
史

時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
1
時

⑦
1
2
月
22
日

⑧
1
月
12
日

⑨
2
月
9
日
・

⑩
3
月
9
日
・

　
つ
く
り
方

…
お
正
月
料
理
と
手
軽
な

　
酒
の
さ
か
な

…
暖
か
い
な
べ
料
理

：
手
づ
く
り
の
お
や
つ
肥

：
家
族
で
楽
し
め
る
す
し

熱嚇
軋

ヤ
い

（4）
着
8

支
芸
鷺

蒲
生
と
五
月

清
水
　
朴
子

　
仲
間
つ
く
り
・
学
習
の
場
と
し
て
、

次
の
計
画
で
松
代
中
央
青
年
学
級
を
開

設
い
た
し
ま
す
。

　
少
人
数
で
青
年
活
動
が
で
き
な
い
部

落
の
青
年
の
み
な
さ
ん
、
自
由
参
加
で

す
の
で
お
さ
そ
い
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
時
間
と
会
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
公
民
館
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
　
⑦
1
2
3
0
1
　
へ

あなたも参加をll”1”1”IIIIIIllllll”lll””””II”Illl””1”lrlll”1”IIII些

i”llIIIllil”””llllllll””llII”ll町中央青年学．級”“”il”IIlllII”ll儒

　
剴
…
…
＝
詞

第
6
回

第
1
回
　
5
月
1
2
日

・
青
年
活
動
に
つ
い
て
考

　
え
る
。

　
①
部
落
の
青
年
活
動
状

　
　
況
に
つ
い
て
話
し
合

　
　
・
つ
。

　
②
青
年
の
サ
ー
タ
ル
活

　
　
動
の
映
画
を
見
て
話

　
　
し
合
う
。

第
2
回
　
5
月
2
6
日

・
交
歓
会
打
合
せ

第
3
回
　
6
月
上
旬

・
松
之
山
町
青
年
と
の
交

　
歓
会

第
4
回
　
6
月
2
4
日

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
そ
の
一

　
①
野
球
の
ル
ー
ル

　
②
練
習
方
法

第
5
回
　
7
月
1
4
日

・
キ
ャ
ン
プ
打
合
せ

　
　
　
　
7
月
下
旬

・
キ
ャ
ン
プ
実
施
　
経
費
自
己
負
担

　
　
2
回
実
施
・
コ
ー
ス
未
定

第
7
回
　
8
月
1
2
日

・
部
落
行
事
に
つ
い
て
考
え
る

第
8
回
　
9
月
8
日

・
地
城
社
会
を
見
つ
め
て

　
　
松
代
町
を
、
自
分
の
将
来
を
考
え

　
　
る
…
…
映
画
を
み
て
、
農
村
の
青

　
　
年
の
生
き
方
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
の
地
域
社
会
で
何
を
な
す
べ
き
か

　
　
考
え
る
。

第
9
回
　
9
月
2
2
日

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
そ
の
ニ

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
方
法

第
1
0
回
　
1
0
月
1
3
日

・
餅
つ
き
大
会
打
合
せ

第
n
回
　
10
月
2
0
日

・
餅
つ
き
大
会

　
　
ウ
ス
と
キ
ネ
で
つ
き
、
そ
の
餅
を

　
　
試
食
す
る
。

第
12
回
　
1
1
月
1
0
日

・
レ
コ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
高
校
時
代
な
ど
の
思
い
出
を
語
り

　
　
合
い
、
音
楽
を
鑑
賞
。

第
1
3
回
　
n
月
2
4
日

・
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
役
立
つ

　
　
ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
。

第
1
4
回
　
1
2
月
8
日

・
年
賀
状
の
書
き
方

　
　
く
ふ
う
を
こ
ら
し
た
年
賀
状
の
つ

　
　
く
り
方

第
1
5
回
　
1
2
月
2
2
日
　
　
反
省
会

春
風
に
む
せ
か
え
る
蒲
生
高
原
に

野
鳥
の
声
が
ひ
び
き
は
じ
め
る
と

あ
ち
こ
ち
　
雪
の
山
毛
樫
林
は
も
え

黄
緑
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
ひ
る
が
え
し

こ
ぶ
し
　
山
椿
の
花
々
に
お
う
あ
ざ
や

　
か
さ

山
里
の
春
を
か
み
し
め

人
恋
い
な
が
ら
の
朝
　
散
策
を
は
じ
め

　
る

村
の
男
た
ち
　
遠
い
出
稼
の
旅
か
ら
も

　
ど
り

山
猫
柳
が
手
を
ふ
っ
て
招
い
て
い
る

道
の
辺
の
雑
草
の
芽
も
つ
ん
つ
ん
葡
い

　
だ
し

お
そ
い
春
の
や
さ
し
い
使
者
で
で
も
あ

　
る
よ
う
に

老
人
　
女
　
童
児
　
安
堵
の
瞳
か
く
し

　
き
れ
な
い

春
の
　
山
ざ
く
ら
は
う
す
桃
色
に

か
の
若
芽
は
印
象
的
に
　
鮮
明
に
な
る

蒲
生
と
五
月
の
風
情
は
育
ち
　
実
ら
せ

　
て
く
れ
る

◆
も
．
◆
・
響
．
◆
垂
．
◆
茜
零
．
◆
一
一
一
署
．
◆
・
一
弩
．
◆
一
寺
◆
・
昌
。
一
・
◆
一
一
電
？
◆
一
一
弓
・
◆
一
一
－
一
7
◆
・
葛
マ
◆
乙
マ
◆
皇
7
◆
血
一
7
◆
毒
・
◆
－
昌
マ
◆
も
7
◆
亀
一
・
◆
毒
・
◆
皇
？
◆
垂
・
◆
乙
マ
◆
ち
・
◆
も
マ
◆
も
7
◆
■
一
畢
◆
■
等
◆
■
撃
◆
”
警
◆
垂
・
◆
も
▼

魯
の
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
お
確
か
め
く
だ
さ
い
、

　
た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十

九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
お
預
け
に

な
っ
た
定
額
貯
金
の
お
利
息
が
有
利
に

な
る
手
続
き
（
㊨
の
手
続
き
）
を
お
取

り
扱
い
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
す
。
定
額
貯
金
証
書
を
お
近
く
の
郵

便
局
の
窓
口
へ
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、

郵
便
局
で
は
、
貯
金
証
書
に
「
㈱
）
」
の

表
示
を
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
定
額
貯
金
証
書

　
　
こ
の
お
取
扱
い
は
、
昭
和
五
十
二
年

　
一
月
十
三
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　
の
で
、
お
手
も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を

　
お
確
か
め
の
う
え
、
ま
だ
お
済
み
で
な

　
い
場
合
は
、
お
つ
い
で
の
折
に
で
も
こ

　
の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
郵
便
局
の
窓
口
に

　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
郵
便
局


